
JP 6549617 B2 2019.7.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内周側に光学素子を保持し、外周面に環状凹部を備える前側リングと、
　内周面に前記環状凹部に挿入された環状突部を備え、前記前側リングを回転自在に保持
する後側リングと、を有し、
　前記前側リングは、半径方向に延びる環状壁部分と、前記環状壁部分の内周側の端部分
から後方に延びる環状板部分と、前記環状板部分の後端部分から外周側に向かって前記環
状壁部分よりも短い寸法で突出する環状突出部分と、を備え、
　前記環状凹部は、前記環状壁部分、前記環状板部分、および、前記環状突出部分により
形成されており、
　前記環状板部分は、内周面および外周面の少なくとも一方に環状溝を備え、
　前記環状板部分において前記環状溝が形成されている部分を折り曲げて前記環状突出部
分を外周側に変位させていることを特徴とするカメラ用フィルター枠。
【請求項２】
　内周側に光学素子を保持し、外周面に環状凹部を備える前側リングと、
　内周面に前記環状凹部に挿入された環状突部を備え、前記前側リングを回転自在に保持
する後側リングと、
　前記前側リングの内周面に取りつけられて、前記光学素子の前方への移動を規制する前
側ストッパと、
　前記光学素子の後方への移動を規制する後側ストッパと、を有し、
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　前記前側リングは、半径方向に延びる環状壁部分と、前記環状壁部分の内周側の端部分
から後方に延びる環状板部分と、前記環状板部分の後端部分から外周側に向かって前記環
状壁部分よりも短い寸法で突出する環状突出部分と、前記環状壁部分よりも前側に前記光
学素子を保持する保持部と、を備え、
　前記環状凹部は、前記環状壁部分、前記環状板部分、および、前記環状突出部分により
形成されており、
　前記後側ストッパは、前記環状壁部分であり、
　前記前側ストッパと前記後側ストッパとの間で、前記光学素子が、軸線回りに回転可能
に保持されることを特徴とするカメラ用フィルター枠。
【請求項３】
　内周側に光学素子を保持し、外周面に環状凹部を備える前側リングと、
　内周面に前記環状凹部に挿入された環状突部を備え、前記前側リングを回転自在に保持
する後側リングと、
　前記前側リングの内周面に取りつけられて、前記光学素子の前方への移動を規制する前
側ストッパと、
　前記光学素子の後方への移動を規制する後側ストッパと、を有し、
　前記前側リングは、半径方向に延びる環状壁部分と、前記環状壁部分の内周側の端部分
から後方に延びる環状板部分と、前記環状板部分の後端部分から外周側に向かって前記環
状壁部分よりも短い寸法で突出する環状突出部分と、前記環状壁部分よりも前側に前記光
学素子を保持する保持部と、を備え、
　前記環状凹部は、前記環状壁部分、前記環状板部分、および、前記環状突出部分により
形成されており、
　前記後側ストッパは、前記環状壁部分であり、
　前記後側リングは、前記環状突部よりも前側に前記保持部の外周側に位置する環状部を
備え、
　前記保持部は、その軸線と交差する方向に貫通する接着剤注入用穴を備えることを特徴
とするカメラ用フィルター枠。
【請求項４】
　内周側に光学素子を保持し、外周面に環状凹部を備える前側リングと、
　内周面に前記環状凹部に挿入された環状突部を備え、前記前側リングを回転自在に保持
する後側リングと、
　前記前側リングに挿入された内側リングと、
　前記光学素子の後方への移動を阻止する後側ストッパと、を有し、
　前記前側リングは、半径方向に延びる環状壁部分と、前記環状壁部分の内周側の端部分
から後方に延びる環状板部分と、前記環状板部分の後端部分から外周側に向かって前記環
状壁部分よりも短い寸法で突出する環状突出部分と、を備え、前記環状壁部分よりも前側
に前記内側リングを保持し、
　前記環状凹部は、前記環状壁部分、前記環状板部分、および、前記環状突出部分により
形成されており、
　前記内側リングは、前記光学素子を外周側から保持する環状枠および当該環状枠の前端
縁から内周側に突出して当該光学素子の前方への移動を規制する前側ストッパを備え、
　前記後側ストッパは、前記環状壁部分であり、
　前記前側ストッパと前記後側ストッパとの間で、前記光学素子が、軸線回りに回転可能
に保持されることを特徴とするカメラ用フィルター枠。
【請求項５】
　内周側に光学素子を保持し、外周面に環状凹部を備える前側リングと、
　内周面に前記環状凹部に挿入された環状突部を備え、前記前側リングを回転自在に保持
する後側リングと、
　前記前側リングに挿入された内側リングと、
　前記光学素子の後方への移動を阻止する後側ストッパと、を有し、
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　前記前側リングは、半径方向に延びる環状壁部分と、前記環状壁部分の内周側の端部分
から後方に延びる環状板部分と、前記環状板部分の後端部分から外周側に向かって前記環
状壁部分よりも短い寸法で突出する環状突出部分と、を備え、前記環状壁部分よりも前側
に前記内側リングを保持し、
　前記環状凹部は、前記環状壁部分、前記環状板部分、および、前記環状突出部分により
形成されており、
　前記内側リングは、前記光学素子を外周側から保持する環状枠および当該環状枠の前端
縁から内周側に突出して当該光学素子の前方への移動を規制する前側ストッパを備え、
　前記後側ストッパは、前記環状壁部分であり、
　前記環状枠は、その軸線と交差する方向に貫通する接着剤注入用穴を備えることを特徴
とするカメラ用フィルター枠。
【請求項６】
　請求項１から５のうちのいずれか一項において、
　前記後側リングは、外周面の後端部分に雄ネジを備え、
　前記環状突部は、半径方向から見た場合に前記雄ネジと重なる位置に設けられているこ
とを特徴とするカメラ用フィルター枠。
【請求項７】
　請求項１から５のうちのいずれか一項において、
　前記後側リングは、内周側に第２の光学素子を保持することを特徴とするカメラ用フィ
ルター枠。
【請求項８】
　内周側に光学素子を保持し、外周面に環状凹部を備える前側リングと、
　内周面に前記環状凹部に挿入された環状突部を備え、前記前側リングを回転自在に保持
するとともに、内周側に第２の光学素子を保持する後側リングと、
　前記第２の光学素子の前方への移動を規制する第２の前側ストッパと、
　前記第２の光学素子の後方への移動を規制する第２の後側ストッパと、を有し、
　前記前側リングは、半径方向に延びる環状壁部分と、前記環状壁部分の内周側の端部分
から後方に延びる環状板部分と、前記環状板部分の後端部分から外周側に向かって前記環
状壁部分よりも短い寸法で突出する環状突出部分と、を備え、
　前記環状凹部は、前記環状壁部分、前記環状板部分、および、前記環状突出部分により
形成されており、
　前記後側リングは、前記前側リングの後方で内周側に突出する第２環状突出部分および
当該第２環状突出部分の後方で前記第２の光学素子を保持する後側保持部を備え、
　前記第２の前側ストッパは、前記第２環状突出部分であり、
　前記第２の後側ストッパは、前記後側リングの内周面に取り付けられており、
　前記第２の前側ストッパと前記第２の後側ストッパとの間で、前記第２の光学素子が、
軸線回りに回転可能に保持されることを特徴とするカメラ用フィルター枠。
【請求項９】
　内周側に光学素子を保持し、外周面に環状凹部を備える前側リングと、
　内周面に前記環状凹部に挿入された環状突部を備え、前記前側リングを回転自在に保持
するとともに、内周側に第２の光学素子を保持する後側リングと、
　前記後側リングに挿入された後側内側リングと、
　前記第２の光学素子の前方への移動を規制する第２の前側ストッパと、を有し、
　前記前側リングは、半径方向に延びる環状壁部分と、前記環状壁部分の内周側の端部分
から後方に延びる環状板部分と、前記環状板部分の後端部分から外周側に向かって前記環
状壁部分よりも短い寸法で突出する環状突出部分と、を備え、
　前記環状凹部は、前記環状壁部分、前記環状板部分、および、前記環状突出部分により
形成されており、
　前記後側リングは、前記前側リングの後方で内周側に突出する第２の環状突出部分を備
え、
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　前記後側内側リングは、前記第２の環状突出部分の後方に位置するとともに、前記第２
の光学素子を外周側から保持する後側環状枠および当該後側環状枠から内周側に突出して
当該第２の光学素子の後方への移動を規制する第２の後側ストッパを備え、
　前記第２の前側ストッパは、前記第２の環状突出部分であり、
　前記第２の前側ストッパと前記第２の後側ストッパとの間で、前記第２の光学素子が、
軸線回りに回転可能に保持されることを特徴とするカメラ用フィルター枠。
【請求項１０】
　請求項１から９のうちのいずれか一項に記載のカメラ用フィルター枠と、
　前記光学素子として前記前側リングに保持された偏光フィルターと、
　を有することを特徴とするカメラ用フィルターユニット。
【請求項１１】
　請求項７から９のうちのいずれか一項に記載のカメラ用フィルター枠と、
　前記光学素子として前記前側リングに保持された偏光フィルターと、
　前記第２の光学素子として前記後側リングに保持された偏光フィルターと、
　を有することを特徴とするカメラ用フィルターユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学素子を保持する前側リングが後側リングに回転可能に保持されたカメラ
用フィルター枠に関する。また、かかるカメラ用フィルター枠により偏光フィルターなど
の光学素子を保持したカメラ用フィルターユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　偏光フィルターを保持するカメラ用フィルター枠は特許文献１に記載されている。同文
献のカメラ用フィルター枠は、偏光フィルターを保持する前側リングと、前側リングを保
持する後側リングを備える。前側リングは外周面に内周側に窪む環状凹部を備える。後側
リングは内周面に外周側に窪む環状凹部を備える。前側リングと後側リングはそれぞれの
環状凹部が半径方向で対向するように組み合わされており、前側リングの環状凹部と後側
リングの環状凹部によって形成された環状空間にはワッシャーが挿入されている。ワッシ
ャーは、その外周側部分が後側リングの環状凹部に位置し、その内周側部分が前側リング
の環状凹部内に位置している。これにより、前側リングと後側リングはワッシャーをガイ
ドとして軸線回りに相対回転可能となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３０１１７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前側リングの環状凹部と後側リングの環状凹部によって形成された環状空間にワッシャ
ーを挿入する際には、まず、前側リングの外周面に設けられた環状凹部内にＣ字形状のワ
ッシャーを配置する。次に、ワッシャーの開放端を接近させてワッシャーの外径を小さく
して前側リングと後側リングを組み合わせる。そして、前側リングの環状凹部と後側リン
グの環状凹部を対向させる。これにより、前側リングと後側リングの間に環状空間が形成
されると、ワッシャーは自己の形状復元力によって開放端を離間させ、その外径を元に戻
す。従って、ワッシャーは、外周側部分が後側リングの環状凹部に位置し、内周側部分が
前側リングの環状凹部内に位置する状態となる。
【０００５】
　ここで、径方向に拡縮するワッシャーは歪みやすい。また、環状空間内に配置されたワ
ッシャーを各リングの軸線と直交する姿勢に維持することも難しい。従って、ワッシャー
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をガイドとして前側リングと後側リングを相対回転させる構成では、ワッシャーと各リン
グが不規則に接触して、前側リングが後側リングに対してスムーズに回転しないことがあ
る。
【０００６】
　本発明の課題は、かかる点に鑑みて、ワッシャーを用いない簡易な構成により、光学素
子を保持する前側リングを後側リングによって回転自在に保持するカメラ用フィルター枠
を提供することにある。また、かかるカメラ用フィルター枠によって光学素子を保持した
カメラ用フィルターユニットを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するために、本発明のカメラ用フィルター枠は、内周側に光学素子を
保持し、外周面に環状凹部を備える前側リングと、内周面に前記環状凹部に挿入された環
状突部を備え、前記前側リングを回転自在に保持する後側リングと、を有することを特徴
とする。
【０００８】
　本発明によれば、前側リングは環状凹部に挿入された後側リングの環状突部をガイドと
して軸線回りに回転できる。従って、後側リングによって前側リングを回転自在に保持す
るためにワッシャーを用いる必要がない。ここで、後側リングに設けた環状突部をガイド
として前側リングを回転させた場合には、ガイド（環状突部）が歪んだり、ガイド（環状
突部）の姿勢が変化したりすることがない。また、径方向に拡縮するワッシャーなどと比
較して、ガイドとなる環状突部は精度よく形成できる。さらに、前側リングと後側リング
の間にワッシャーなどの別の部材が介在しないので、前側リングと後側リングを精度よく
組み合わせることができる。従って、後側リングに保持された前側リングをスムーズに回
転させることができる。
【０００９】
　また、本発明では、前記前側リングは、半径方向に延びる環状壁部分と、前記環状壁部
分の内周側の端部分から後方に延びる環状板部分と、前記環状板部分の後端部分から外周
側に向かって前記環状壁部分よりも短い寸法で突出する環状突出部分と、を備え、前記環
状凹部は、前記環状壁部分、前記環状板部分、および、前記環状突出部分により形成され
ていることを特徴とする。
【００１０】
　本発明において、前記環状板部分は、内周面および外周面の少なくとも一方に環状溝を
備え、前記環状板部分において前記環状溝が形成されている部分を折り曲げて前記環状突
出部分を外周側に変位させていることが望ましい。換言すれば、前記環状板部分は、内周
面および外周面の少なくとも一方に環状溝を備え、前記環状板部分において前記環状溝が
形成されている部分は、外周側に折り曲がる折り曲がり部分となっていることが望ましい
。環状溝が形成された部分は他の部分と比較して薄肉なので、この薄肉の部分を折り曲げ
れば、環状板部分を比較的弱い力で精度よく折り曲げることができる。従って、環状突出
部分を精度よく変位させることができる。これにより、後側リングの環状突部と前側リン
グの環状凹部との間の寸法精度を向上させることができるので、前側リングが後側リング
に対してガタつくことを防止できる。よって、前側リングをスムーズに回転させることが
できる。
【００１１】
　本発明において、前記光学素子の前方への移動を規制する前側ストッパと、前記光学素
子の後方への移動を規制する後側ストッパと、を有し、前記前側リングは、前記環状壁部
分よりも前側に前記光学素子を保持する保持部を備え、前記前側ストッパは、前記前側リ
ングの内周面に取りつけられており、前記後側ストッパは、前記環状壁部分であるものと
することができる。このようにすれば、前側リングに保持した光学素子が前後に移動する
ことを規制できる。
【００１２】
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　この場合において、前記前側リングは、前記光学素子を、前記前側ストッパと前記後側
ストッパとの間で軸線回りに回転可能に保持することが望ましい。このようにすれば、光
学素子を前側ストッパと後側ストッパによって前後から挟持して回転不能な状態で前側リ
ングに保持する場合と比較して、光学素子にかかるストレス（圧力）を小さくできる。光
学素子にかかるストレスが小さければ、光学素子に歪みなどが発生することを防止できる
ので、フルハイビジョンの何倍にもなる高解像度の撮影を行う場合などに、より綺麗な撮
影画像や撮影動画を得ることができる。
【００１３】
　また、前記後側リングは、前記環状突部よりも前側に前記保持部の外周側に位置する環
状部を備え、前記保持部は、その軸線と交差する方向に貫通する接着剤注入用穴を備える
ことが望ましい。このようにすれば、保持部に光学素子を保持した後に接着剤注入用穴か
ら接着剤を注入して光学素子を前側リングに固定できる。ここで、保持部の外周側には後
側リングの環状部が位置するので、保持部に接着剤注入用穴を設けた場合でも、この接着
剤注入用穴は外周側に露出しない。従って、接着剤注入用穴によりカメラ用フィルター枠
の外観が毀損されることがない。
【００１４】
　本発明において、前記前側リングに挿入された内側リングと、前記光学素子の後方への
移動を阻止する後側ストッパと、を有し、前記内側リングは、前記光学素子を外周側から
保持する環状枠および当該環状枠の前端縁から内周側に突出して当該光学素子の前方への
移動を規制する前側ストッパを備え、前記前側リングは、前記環状壁部分よりも前側に前
記内側リングを保持し、前記後側ストッパは、前記環状壁部分であるものとすることがで
きる。このようにすれば、前側リングは内側リングを介して光学素子を保持する。また、
前側リングに保持した光学素子が前後に移動することを規制できる。
【００１５】
　この場合において、前記前側リングは、前記光学素子を、前記前側ストッパと前記後側
ストッパとの間で軸線回りに回転可能に保持することが望ましい。このようにすれば、光
学素子を前側ストッパと後側ストッパによって前後から挟持して回転不能な状態で前側リ
ングに保持する場合と比較して、光学素子にかかるストレス（圧力）を小さくできる。光
学素子にかかるストレスが小さければ、光学素子に歪みなどが発生することを防止できる
ので、フルハイビジョンの何倍にもなる高解像度の撮影を行う場合などに、より綺麗な撮
影画像や撮影動画を得ることができる。
【００１６】
　また、前記環状枠は、その軸線と交差する方向に貫通する接着剤注入用穴を備えるもの
とすることができる。このようにすれば、環状枠に光学素子を保持した後に接着剤注入用
穴から接着剤を注入して光学素子を環状枠に固定できる。ここで、環状枠は前側リングの
内側に保持されるので、環状枠に接着剤注入用穴を設けた場合でも、この接着剤注入用穴
は外周側に露出しない。従って、接着剤注入用穴によりカメラ用フィルター枠の外観が毀
損されることがない。
【００１７】
　本発明において、前記後側リングは、外周面の後端部分に雄ネジを備え、前記環状突部
は、半径方向から見た場合に前記雄ネジと重なる位置に設けられていることが望ましい。
このようにすれば、環状突部と雄ネジを軸線方向の異なる位置に形成した場合と比較して
、カメラ用フィルター枠を前後方向（軸線方向）で短縮できる。
【００１８】
　本発明において、前記後側リングは、内周側に第２の光学素子を保持するものとするこ
とができる。すなわち、カメラ用フィルター枠は、前側リングに第１の光学素子を保持し
、後側リングに第２の光学素子を保持するものとすることができる。
【００１９】
　本発明において、前記第２の光学素子の前方への移動を規制する第２の前側ストッパと
、前記第２の光学素子の後方への移動を規制する第２の後側ストッパと、を有し、前記後
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側リングは、前記前側リングよりも後方で内周側に突出する第２の環状突出部分と、前記
第２の環状突出部分の後方において前記第２の光学素子を保持する後側保持部とを備え、
前記第２の前側ストッパは、前記第２の環状突出部分であり、前記第２の後側ストッパは
、前記後側リングの内周面に取り付けられているものとすることができる。このようにす
れば、後側リングに保持した第２の光学素子が前後に移動することを規制できる。
【００２０】
　この場合において、前記後側リングは、前記第２の光学素子を、前記第２の前側ストッ
パと前記第２の後側ストッパとの間で軸線回りに回転可能に保持することが望ましい。こ
のようにすれば、第２の光学素子を第２の前側ストッパと第２の後側ストッパによって前
後から挟持して回転不能な状態で後側リングに保持する場合と比較して、第２の光学素子
にかかるストレス（圧力）を小さくできる。第２の光学素子にかかるストレスが小さけれ
ば、第２の光学素子に歪みなどが発生することを防止できるので、フルハイビジョンの何
倍にもなる高解像度の撮影を行う場合などに、より綺麗な撮影画像や撮影動画を得ること
ができる。
【００２１】
　本発明において、前記後側リングに挿入された後側内側リングと、前記第２の光学素子
の前方への移動を規制する第２の前側ストッパと、を有し、前記後側リングは、前記前側
リングの後方で内周側に突出する第２の環状突出部分を備え、前記後側内側リングは、前
記第２の環状突出部分の後方に位置するとともに、前記第２の光学素子を外周側から保持
する後側環状枠および当該後側環状枠から内周側に突出して当該第２の光学素子の後方へ
の移動を規制する第２の後側ストッパを備え、前記第２の前側ストッパは、前記第２の環
状突出部分であるものとすることができる。このようにすれば、後側リングに保持した光
学素子が前後に移動することを規制できる。
【００２２】
　この場合において、前記後側リングは、前記第２の光学素子を、前記第２の前側ストッ
パと前記第２の後側ストッパとの間で軸線回りに回転可能に保持することが望ましい。こ
のようにすれば、第２の光学素子を第２の前側ストッパと第２の後側ストッパによって前
後から挟持して回転不能な状態で後側リングに保持する場合と比較して、第２の光学素子
にかかるストレス（圧力）を小さくできる。第２の光学素子にかかるストレスが小さけれ
ば、第２の光学素子に歪みなどが発生することを防止できるので、フルハイビジョンの何
倍にもなる高解像度の撮影を行う場合などに、より綺麗な撮影画像や撮影動画を得ること
ができる。
【００２３】
　次に、本発明のカメラ用フィルターユニットは、上記のカメラ用フィルター枠と、前記
光学素子として前記前側リングに保持された偏光フィルターと、を有することを特徴とす
る。また、本発明の別の形態のカメラ用フィルターユニットは、上記のカメラ用フィルタ
ー枠と、前記光学素子として前記前側リングに保持された偏光フィルターと、前記第２の
光学素子として前記後側リングに保持された偏光フィルターと、を有することを特徴とす
る。
【００２４】
　本発明によれば、偏光フィルターを保持する前側リングを後側リングに対してスムーズ
に回転させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】実施例１のカメラ用フィルターユニットの斜視図である。
【図２】実施例１のカメラ用フィルターユニットの縦断面図と部分拡大断面図である。
【図３】カメラ用フィルターユニットの組立方法の説明図である。
【図４】実施例２のカメラ用フィルターユニットの縦断面図と部分拡大断面図である。
【図５】実施例３のカメラ用フィルターユニットの縦断面図と部分拡大断面図である。
【図６】実施例４のカメラ用フィルターユニットの縦断面図と部分拡大断面図である。
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【図７】実施例５のカメラ用フィルターユニットの縦断面図と部分拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下に、図面を参照して本発明を適用したカメラ用フィルターユニットを説明する。
【００２７】
（実施例１）
　図１は実施例１のカメラ用フィルターユニットの斜視図である。図２（ａ）は図１のカ
メラ用フィルターユニットの縦断面図であり、図２（ｂ）はその部分拡大断面図である。
図１および図２（ａ）に示すように、本例のカメラ用フィルターユニット１は、円盤形状
の偏光フィルター（光学素子）２と、偏光フィルター２を同軸に保持する内側リング３と
、内側リング３を外周側から同軸に保持する前側リング４と、前側リング４を同軸に保持
する後側リング５を備える。前側リング４は内側リング３を介して偏光フィルター２を保
持している。後側リング５は前側リング４を軸線Ｌ回りに回転可能に保持している。内側
リング３、前側リング４および後側リング５はカメラ用フィルター枠１０を構成している
。以下の説明では、内側リング３、前側リング４、後側リング５の軸線Ｌに沿った方向を
カメラ用フィルターユニット１の前後方向Ｘとする。また、前後方向Ｘにおいて、前側リ
ング４が位置する側を前側(前方Ｘ１）とし、後側リング５の位置する側を後側（後方Ｘ
２）とする。
【００２８】
　前側リング４は内側リング３をその前端から露出しない位置に保持している。前側リン
グ４の内周面には、その前端縁から後方Ｘ２に向かって一定幅の領域に雌ネジ１１が設け
られている。雌ネジ１１において内側リング３よりも前側に露出している露出部分はカメ
ラ用フィルターユニット１の前側にキャップやフードを装着するための前側装着部である
。後側リング５の外周面には、その後端縁から前方Ｘ１に向かって一定幅の領域に雄ネジ
１２が設けられている。雄ネジ１２はカメラ用フィルターユニット１を撮像レンズのレン
ズ鏡筒やカメラに装着するための後側装着部である。内側リング３、前側リング４および
後側リング５はいずれも金属基材から形成されている。本例では、内側リング３、前側リ
ング４および後側リング５はいずれもアルミニウム製である。
【００２９】
（前側リング）
　図２（ｂ）に示すように、前側リング４は、軸線Ｌに沿って前後方向Ｘに延びる前側環
状板部分１５、前側環状板部分１５の後端部分から内周側に向かって軸線Ｌと直交する半
径方向Ｒに延びる前側環状壁部分１６、前側環状壁部分１６の内周側の端部分から軸線Ｌ
に沿って後方Ｘ２に延びる中間環状板部分１７、中間環状板部分１７の後端部分から内周
側に向かって半径方向Ｒに延びる後側環状壁部分（環状壁部分）１８、後側環状壁部分１
８の内周側の端部分から後方Ｘ２に延びる後側環状板部分１９、および、後側環状板部分
１９の後端部分から外周側に向かって後側環状壁部分１８よりも短い寸法で突出する環状
突出部分２０を備える。前側リング４の外周面には、後側環状壁部分１８、後側環状板部
分１９および環状突出部分２０によって環状凹部２１が形成されている。
【００３０】
　前側環状板部分１５は前方Ｘ１から後方Ｘ２に向かって厚肉部２３と薄肉部２４をこの
順番に備える。厚肉部２３は薄肉部２４よりも外周側に突出している。厚肉部２３と薄肉
部２４によって前側環状板部分１５の外周面には環状段部２５が形成されている。前側環
状板部分１５の内周面には前側装着部となる雌ネジ１１が形成されている。
【００３１】
　前側環状壁部分１６は前後方向Ｘの厚さ寸法が一定である。中間環状板部分１７は半径
方向Ｒの厚さ寸法が一定である。後側環状壁部分１８は前後方向Ｘの厚さ寸法が一定であ
る。
【００３２】
　後側環状板部分１９は後方Ｘ２に向かって外周側に傾斜している。より詳細には、後側
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環状板部分１９の外周面の前端部分（後側環状壁部分１８に隣り合う部分）には環状溝２
７が設けられており、後側環状板部分１９は環状溝２７が形成されている部分が外周側に
折り曲げられることによって外周側に傾斜している。すなわち、後側環状板部分１９は環
状溝２７が形成されている部分が外周側に折り曲がる折れ曲がり部分となっている。後側
環状板部分１９の外周面の後側部分（環状突出部分２０に隣り合う部分）には環状の切り
欠き部２８が設けられている。切り欠き部２８は環状溝２７よりも浅い。
【００３３】
　環状突出部分２０は後側環状板部分１９と直交する方向に突出している。従って、環状
突出部分２０は外周側に向かって前方Ｘ１に延びている。本例では、環状突出部分２０の
断面形状は先端側に向かって細くなる台形である。ここで、後側環状壁部分１８、後側環
状板部分１９および環状突出部分２０によって形成された環状凹部２１には、後側リング
５に設けられた環状突部４５の内周側部分が挿入されている。
【００３４】
（内側リング）
　内側リング３は、偏光フィルター２を外周側から同軸に保持する環状枠３１と、環状枠
３１の前端縁から内周側に突出して偏光フィルター２の前方Ｘ１への移動を規制する環状
の前側ストッパ３２を備える。前側ストッパ３２は環状枠３１に保持された偏光フィルタ
ー２の外周縁部分に前方Ｘ１から当接可能である。
【００３５】
　環状枠３１の内周面は、軸線Ｌに沿って一定の径寸法で延びる環状面であり、偏光フィ
ルター２を同軸に保持するフィルター保持面３３である。環状枠３１は、前方Ｘ１から後
方Ｘ２に向かって厚肉枠部分３４と薄肉枠部分３５をこの順番に備える。厚肉枠部分３４
の外周面は薄肉枠部分３５の外周面よりも外周側に位置しており、これらの間には半径方
向Ｒに沿って延びる環状後向き面３４ａが形成されている。厚肉枠部分３４の外周面には
、前側リング４の雌ネジ１１と螺合可能な雄ネジ３６が形成されている。薄肉枠部分３５
には半径方向Ｒに貫通してフィルター保持面３３に開口する接着剤注入用穴３７が形成さ
れている。
【００３６】
　ここで、フィルター保持面３３に偏光フィルター２を保持した状態で環状枠３１の外周
側から接着剤注入用穴３７を介して接着剤を注入すれば、この接着剤により偏光フィルタ
ー２を内側リング３に固定することができる。なお、接着剤注入用穴３７は１つでもよい
が、本例では、薄肉枠部分３５に等角度間隔で複数設けられている。
【００３７】
　前側ストッパ３２は環状枠３１の前端縁から内周側に向かって突出する環状突起である
。前側ストッパ３２は軸線Ｌと直交する平坦面な環状後端面３２ａを備える。ここで、前
側ストッパ３２の環状後端面３２ａから環状枠３１の後端までの幅寸法（フィルター保持
面３３の幅寸法Ｗ）は、フィルター保持面３３に保持される偏光フィルター２の厚さ寸法
Ｄよりも長い。フィルター保持面３３の前後方向Ｘの幅寸法Ｗと偏光フィルター２の厚さ
寸法Ｄの差分は０．０３ｍｍ以下である。
【００３８】
　内側リング３は環状枠３１の内周側に偏光フィルター２を保持した状態で前側リング４
に前側から挿入される。そして、その雄ネジ３６を前側リング４の雌ネジ１１に螺合させ
て、環状枠３１の後端が前側リング４の後側環状壁部分１８に当接するまで捩じ込まれる
。環状枠３１の後端が後側環状壁部分１８に当接すると、内側リング３の環状後向き面３
４ａと前側リング４の前側環状壁部分１６が微小な隙間を開けて前後方向Ｘで対向する。
また、環状枠３１の薄肉枠部分３５の外周面と中間環状板部分１７とが半径方向Ｒで微小
な隙間を開けて対向する。ここで、環状枠３１の後端が後側環状壁部分１８に当接した状
態で前側ストッパ３２と後側環状壁部分１８との間の距離（フィルター保持面３３の幅寸
法Ｗ）は、偏光フィルター２の厚さ寸法Ｄよりも長い。従って、前側リング４は、偏光フ
ィルター２を前側ストッパ３２と後側環状壁部分１８との間で軸線Ｌ回りに回転可能に保
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持する。すなわち、前側ストッパ３２と後側環状壁部分１８は、偏光フィルター２を回転
不能に挟持しておらず、偏光フィルター２は接着剤によって内側リング３に回転不能に固
定される。ここで、後側環状壁部分１８は偏光フィルター２の後方Ｘ２への移動を阻止す
る後側ストッパとして機能する。
【００３９】
　なお、内側リング３を前側リング４に捩じ込んで環状枠３１の後端を後側環状壁部分１
８に当接させたときに、内側リング３の環状後向き面３４ａと前側リング４の前側環状壁
部分１６は当接してもよい。
【００４０】
（後側リング）
　後側リング５は、軸線Ｌに沿って前後方向Ｘに延びる前側環状板部分４１、前側環状板
部分４１の後端部分から内周側に向かって半径方向Ｒに延びる環状壁部分４２、環状壁部
分４２の内周側の端部分から軸線Ｌに沿って後方Ｘ２に延びる後側環状板部分４３を備え
る。前側環状板部分４１は半径方向Ｒの厚さ寸法が一定である。環状壁部分４２の前端面
にはグリス保持用凹部４４が形成されている。グリス保持用凹部４４には前側リング４と
後側リング５を円滑に摺動させるためのグリスが保持されている。後側環状板部分４３の
外周面には後側装着部となる雄ネジ１２が形成されている。後側環状板部分４３の内周面
には、内周側に向かって半径方向Ｒに突出する環状突部４５が設けられている。
【００４１】
　環状突部４５は矩形の切断形状を備える。環状突部４５はその前後方向Ｘの幅寸法が内
周側への突出寸法よりも長い。環状突部４５は、半径方向Ｒから見た場合に雄ネジ１２と
重なる位置に形成されている。
【００４２】
　後側リング５が前側リング４を保持した状態では、前側環状板部分４１は前側リング４
の環状段部２５に摺動可能に嵌合する。これにより、前側環状板部分４１の外周面４１ａ
と前側リング４の前側環状板部分１５の厚肉部２３の外周面１５ａは段差なく連続する。
環状壁部分４２は前側リング４の前側環状壁部分１６に後方Ｘ２から当接し、後側環状板
部分４３は前側リング４の中間環状板部分１７に外周側から当接する。環状突部４５は前
側リング４の後側環状壁部分１８に後方Ｘ２から当接する。また、環状突部４５の内周側
部分は内側リング３の外周面の環状凹部２１に挿入される。これにより、後側リング５は
前側リング４を軸線Ｌ回りに回転自在に保持する。
【００４３】
（カメラ用フィルターユニットの組み立て）
　図３はカメラ用フィルターユニット１の組み立て動作の説明図である。カメラ用フィル
ターユニット１を組み立てる際には、まず、前側リング４と後側リング５を前後方向Ｘか
ら組み合わせて、後側リング５の環状突部４５を前後方向Ｘで前側リング４の後側環状壁
部分１８と環状突出部分２０の間に位置させる。
【００４４】
　ここで、前側リング４と後側リング５を組み合わせる前の状態では、図３（ａ）に示す
ように、前側リング４の後側環状板部分１９は軸線Ｌに沿って延びている。従って、環状
突出部分２０は後側環状板部分１９の後端部分から半径方向Ｒに突出しており、その外周
側端面２０ａは軸線Ｌと平行に延びている。環状溝２７は矩形断面を備える。切り欠き部
２８は後方Ｘ２に向かって下方に切り欠かれており、その断面形状は三角形をしている。
また、前側リング４と後側リング５を同軸に配置したときに、前側リング４の環状突出部
分２０の外周側端面２０ａは、後側リング５の環状突部４５の内周側端面４５ａと同一面
上に位置するか、内周側端面４５ａよりも僅かに内周側に位置している。従って、前側リ
ング４と後側リング５を同軸に維持しながら前側リング４と後側リング５を接近させるこ
とにより、後側リング５の環状突部４５を前側リング４の後側環状壁部分１８と環状突出
部分２０の間に位置させることができる。
【００４５】
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　次に、図３（ｂ）に示すように、後側リング５の環状突部４５を前側リング４の後側環
状壁部分１８に後方Ｘ２から当接させた状態とする。そして、前側リング４の後側環状板
部分１９を外周側に折り曲げて（塑性変形させて）、環状突出部分２０を外周側に変位さ
せる。これにより、後側リング５の環状突部４５が前側リング４の環状凹部２１に挿入さ
れた状態を形成する。
【００４６】
　ここで、前側リング４の後側環状板部分１９を外周側に折り曲げる際には、後側環状板
部分１９に半径方向Ｒを内周側から外周側に向かう力を加える。これにより、後側環状板
部分１９は、図３（ｃ）に示すように、環状溝２７の形成により薄肉となっている前端側
の部分から折れ曲がる。また、後側環状板部分１９が外周側に折れ曲がることにより、環
状突出部分２０は、環状突部４５の内周側端面４５ａよりも外周側に突出する。従って、
環状突部４５が環状凹部２１に挿入された状態が形成される。なお、切り欠き部２８は、
後側環状板部分１９を外周側に折れ曲げたときに後側環状板部分１９と環状突部４５の当
接を回避するための逃げ部となっている。
【００４７】
　本例では、環状溝２７の形成により後側環状板部分１９の前端に薄肉の部分を設け、こ
の薄肉の部分を外周側に折り曲げている。従って、後側環状板部分１９を比較的弱い力で
精度よく折り曲げることができる。これにより、環状突出部分２０を精度よく外周側に変
位させることができるので、後側リング５の環状突部４５と前側リング４の環状凹部２１
との間の寸法精度を向上させることができる。よって、前側リング４の環状突出部分２０
を、後側リング５の環状突部４５の後方Ｘ２で予め設定した微小な間隔Ｇを開けて対峙さ
せることができる。本例では、間隔Ｇを０．０３ｍｍ～０．１ｍｍの間とすることができ
る。従って、前側リング４を回転させたときに、前側リング４が後側リング５に対してガ
タつくことを防止できる。また、前側リング４を後側リング５に対してスムーズに回転さ
せることができる。
【００４８】
　その後、内側リング３に後方Ｘ２から偏光フィルター２を挿入して、偏光フィルター２
を前側ストッパ３２に当接させる。また、接着剤注入用穴３７から接着剤を注入して内側
リング３に偏光フィルター２を固定する。そして、内側リング３を前方Ｘ１から前側リン
グ４に捩じ込み、内側リング３の環状枠３１の後端を前側リング４の後側環状壁部分１８
に当接させる。これによりカメラ用フィルターユニット１は完成する。カメラ用フィルタ
ーユニット１が完成した状態では、偏光フィルター２は前側ストッパ３２と後側環状壁部
分１８との間で軸線Ｌ回りに回転可能な状態で前側リング４に保持されているが、接着剤
によって内側リング３に回転不能に固定されている。
【００４９】
　なお、内側リング３の環状後向き面３４ａまたは前側リング４の前側環状壁部分１６の
前面に接着剤を塗布しておき、この接着剤によって内側リング３を前側リング４に固定し
てもよい。
【００５０】
（作用効果）
　本例によれば、前側リング４は環状凹部２１に挿入された後側リング５の環状突部４５
をガイドとして軸線Ｌ回りに回転できる。従って、後側リング５により前側リング４を回
転自在に保持するためにワッシャーを用いる必要がない。ここで、後側リング５に設けた
環状突部４５をガイドとして前側リング４を回転させた場合には、ガイド（環状突部４５
）が歪んだり、ガイド（環状突部４５）の姿勢が変化したりすることがない。また、径方
向に拡縮するワッシャーなどと比較して、ガイドとなる環状突部４５は精度よく形成でき
る。さらに、本例では、環状突出部分２０を精度よく外周側に変位させることができるの
で、後側リング５の環状突部４５と前側リング４の環状凹部２１との間の寸法精度が高い
。これに加えて、前側リング４と後側リング５の間にワッシャーなどの別の部材が介在し
ないので、前側リング４と後側リング５を精度よく組み合わせることができる。従って、
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後側リング５に保持された前側リング４をスムーズに回転させることができる。
【００５１】
　また、後側リング５の環状突部４５は半径方向Ｒから見た場合に雄ネジ３６と重なる位
置に設けられている。従って、環状突部４５と雄ネジ３６を軸線Ｌ方向の異なる位置に形
成した場合と比較して、カメラ用フィルター枠１０を前後方向Ｘで短縮できる。
【００５２】
　さらに、偏光フィルター２は前側ストッパ３２と後側環状壁部分１８の間で軸線Ｌ回り
に回転可能な状態で前側リング４に保持されており、接着剤によって内側リング３に回転
不能に固定されている。従って、偏光フィルター２を前側ストッパ３２と後側環状壁部分
１８（後側ストッパ）によって前後から挟持して回転不能な状態で前側リング４に保持す
る場合と比較して、偏光フィルター２にかかるストレス（圧力）を小さくできる。偏光フ
ィルター２にかかるストレスが小さければ、偏光フィルター２に歪みなどが発生すること
を防止できるので、フルハイビジョンの何倍にもなる高解像度の撮影を行う場合などに、
より綺麗な撮影画像や撮影動画を得ることができる。
【００５３】
　また、接着剤注入用穴３７は前側リング４の内周側に保持される内側リング３に形成さ
れているので、接着剤注入用穴３７が外周側に露出してカメラ用フィルター枠１０の外観
を毀損することがない。
【００５４】
　なお、フィルター保持面３３の幅寸法Ｗを偏光フィルター２の厚さ寸法Ｄと同一として
おき、環状枠３１の後端を後側環状壁部分１８に当接させたときに偏光フィルター２が前
側ストッパ３２と後側環状壁部分１８との間で回転不能に挟持される構成を採用すること
もできる。
【００５５】
（実施例２）
　図４（ａ）は実施例２のカメラ用フィルターユニットの縦断面図であり、図４（ｂ）は
その部分拡大断面図である。図４（ａ）に示すように、本例のカメラ用フィルターユニッ
ト１Ａは、円盤形状の偏光フィルター（光学素子）２と、偏光フィルター２を同軸に保持
する前側リング４と、前側リング４を軸線Ｌ回りに回転可能に保持する後側リング５を備
える。また、カメラ用フィルターユニット１Ａは、前側リング４の内周面に取り付けられ
て偏光フィルター２の前方Ｘ１への移動を規制する前側ストッパ６を備える。前側リング
４、後側リング５および前側ストッパ６はカメラ用フィルター枠１０Ａを構成する。なお
、本例のカメラ用フィルターユニット１Ａはカメラ用フィルターユニット１と対応する構
成を備えるので、対応する部分には同一の符号を付して説明する。
【００５６】
　図４（ａ）に示すように、前側リング４の内周面には、その前端縁から後方Ｘ２に向か
って一定幅の領域に雌ネジ１１が設けられている。雌ネジ１１において前側ストッパ６よ
りも前側で露出している前側部分はカメラ用フィルターユニット１Ａの前側にキャップや
フードを装着するための前側装着部である。後側リング５の外周面には、その後端縁から
前方Ｘ１に向かって一定幅の領域に雄ネジ３６が設けられている。雄ネジ３６はカメラ用
フィルターユニット１Ａを撮像レンズのレンズ鏡筒やカメラに装着するための後側装着部
である。前側ストッパ６、前側リング４および後側リング５はいずれも金属基材から形成
されており、本例では、前側ストッパ６、前側リング４および後側リング５はアルミニウ
ム製である。
【００５７】
（前側リング）
　図４（ｂ）に示すように、前側リング４は、軸線Ｌに沿って前後方向Ｘに延びる前側環
状板部分１５、前側環状板部分１５の後端部分に連続して当該前側環状板部分１５の内周
側で軸線Ｌに沿って後方Ｘ２に延びる中間環状板部分（保持部）１７、中間環状板部分１
７の後端部分から内周側に向かって軸線Ｌと直交する半径方向Ｒに延びる後側環状壁部分
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（環状壁部分）１８、後側環状壁部分１８の内周側の端部分から後方Ｘ２に延びる後側環
状板部分１９、および、後側環状板部分１９の後端部分から外周側に向かって後側環状壁
部分１８よりも短い寸法で突出する環状突出部分２０を備える。前側リング４の外周面に
は、前側環状板部分１５と中間環状板部分１７によって環状段部２５が形成されている。
また、前側リング４の外周面には、後側環状壁部分１８、後側環状板部分１９および環状
突出部分２０によって環状凹部２１が形成されている。
【００５８】
　前側環状板部分１５の内周面には前側装着部となる雌ネジ１１が形成されている。中間
環状板部分１７は半径方向Ｒの厚さ寸法が一定である。中間環状板部分１７の内周面（中
間環状板部分１７の前端面と後側環状壁部分１８の前端面の間に位置する面）は、軸線Ｌ
に沿って一定の径寸法で延びる環状面であり、偏光フィルター２を同軸に保持するフィル
ター保持面１７ａである。フィルター保持面１７ａの幅寸法Ｗは、フィルター保持面１７
ａに保持される偏光フィルター２の厚さ寸法Ｄよりも長い。フィルター保持面１７ａの幅
寸法Ｗと偏光フィルター２の厚さ寸法Ｄの差分は０．０３ｍｍ以下である。
【００５９】
　後側環状壁部分１８は前後方向Ｘの厚さ寸法が一定である。後側環状壁部分１８はフィ
ルター保持面１７ａに保持された偏光フィルター２の後方Ｘ２への移動を規制する後側ス
トッパとして機能する。
【００６０】
　後側環状板部分１９は、後方Ｘ２に向かって外周側に傾斜している。より詳細には、後
側環状板部分１９の外周面の前端部分（後側環状壁部分１８に隣り合う部分）には環状溝
２７が設けられており、後側環状板部分１９は、この環状溝２７が形成されている部分が
外周側に折り曲げられることにより外周側に傾斜している。後側環状板部分１９の外周面
の後側部分（環状突出部分２０に隣り合う部分）には環状の切り欠き部２８が設けられて
いる。切り欠き部２８は環状溝２７よりも浅い。
【００６１】
　環状突出部分２０は後側環状板部分１９と直交する方向に突出している。従って、環状
突出部分２０は外周側に向かって前方Ｘ１に延びている。本例では、環状突出部分２０の
断面形状は先端側に向かって細くなる台形である。ここで、後側環状壁部分１８、後側環
状板部分１９および環状突出部分２０によって形成された環状凹部２１には、後側リング
５の環状突部４５の内周側部分が挿入されている。
【００６２】
（前側ストッパ）
　前側ストッパ６はリング状である。前側ストッパ６は、半径方向Ｒの高さ寸法が前側リ
ングの中間環状板部分１７の半径方向Ｒの高さ寸法（中間環状板部分１７の厚み）よりも
長い。また、前側ストッパ６は軸線Ｌと直交する平坦面な環状後端面６ａを備える。前側
ストッパ６の外周面には、その全面に、前側リング４の雌ネジ１１と螺合可能な雄ネジ５
１が形成されている。前側ストッパ６は、その雄ネジ５１を前側リング４の雌ネジ１１に
螺合させて、その環状後端面６ａが中間環状板部分１７の前端面に当接するまで捩じ込ま
れる。前側ストッパ６が中間環状板部分１７に当接した状態では、前側ストッパ６の内周
側の端部分がフィルター保持面１７ａよりも内周側に突出する。従って、前側ストッパ６
は、フィルター保持面１７ａに保持された偏光フィルター２の前方Ｘ１への移動を規制で
きる。
【００６３】
（後側リング）
　前側リング４は、軸線Ｌに沿って前後方向Ｘに延びる前側環状板部分（環状部）４１と
、前側環状板部分４１の後端部分から内周側に向かって半径方向Ｒに延びる環状壁部分４
２、環状壁部分４２の内周側の端部分から軸線Ｌに沿って後方Ｘ２に延びる後側環状板部
分４３を備える。前側環状板部分４１は半径方向Ｒの厚さ寸法が一定である。環状壁部分
４２の前端面にはグリス保持用凹部４４が形成されている。グリス保持用凹部４４には前
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側リング４と後側リング５を円滑に摺動させるためのグリスが保持されている。後側環状
板部分４３の外周面には後側装着部となる雄ネジ１２が形成されている。
【００６４】
　後側環状板部分４３の内周面の前端部分には、内周側に向かって半径方向Ｒに突出する
環状突部４５が設けられている。環状突部４５は矩形の切断形状を備える。環状突部４５
の前端面は環状壁部分４２の前端面と段差なく連続している。環状突部４５はその前後方
向Ｘの幅寸法が内周側への突出寸法よりも長い。環状突部４５は、半径方向Ｒから見た場
合に雄ネジ１２と部分的に重なる位置に形成されている。
【００６５】
　後側リング５が前側リング４を保持した状態では、前側環状板部分４１は前側リング４
の環状段部２５に擦動可能に嵌合している。これにより、前側環状板部分４１の外周面４
１ａと前側リング４の前側環状板部分１５の外周面１５ａは段差なく連続している。後側
環状板部分４３は前側リング４の中間環状板部分１７の後端面に後方Ｘ２から当接してい
る。環状突部４５は前側リング４の後側環状壁部分１８の後端面に後方Ｘ２から当接して
いる。また、環状突部４５の内周側部分は前側ストッパ６の外周面に設けられた環状凹部
２１に挿入されている。これにより、後側リング５は前側リング４を軸線Ｌ回りに回転自
在に保持する。
【００６６】
（カメラ用フィルターユニットの組み立て）
　カメラ用フィルターユニット１Ａを組み立てる際には、まず、前側リング４と後側リン
グ５を同軸にして前後方向Ｘから組み合わせる。そして、後側リング５の環状突部４５を
前側リング４の外周面の環状凹部２１に挿入する。後側リング５の環状突部４５を前側リ
ング４の外周面の環状凹部２１に挿入する組み立て動作は実施例１のカメラ用フィルター
枠１０と同一である。従って、その説明を省略する。
【００６７】
　その後、前側リング４に前方Ｘ１から偏光フィルター２を挿入して、偏光フィルター２
をフィルター保持面１７ａに保持させる。そして、前側ストッパ６を前方Ｘ１から前側リ
ング４に捩じ込み、前側ストッパ６の環状後端面６ａを前側リング４の中間環状板部分１
７に当接させる。これによりカメラ用フィルターユニット１Ａは完成する。カメラ用フィ
ルターユニット１Ａが完成した状態では、偏光フィルター２は前側ストッパ６と後側環状
壁部分１８との間で軸線Ｌ回りに回転可能な状態で前側リング４に保持されている。
【００６８】
　なお、前側ストッパ６の環状後端面６ａまたは前側リング４の中間環状板部分１７の前
端面に接着剤を塗布しておき、この接着剤により前側ストッパ６を前側リング４に固定し
てもよい。
【００６９】
（作用効果）
　本例によれば、前側リング４は環状凹部２１に挿入された後側リング５の環状突部４５
をガイドとして軸線Ｌ回りに回転できる。従って、後側リング５により前側リング４を回
転自在に保持するためにワッシャーを用いる必要がない。ここで、後側リング５に設けた
環状突部４５をガイドとして前側リング４を回転させた場合には、ガイド（環状突部４５
）が歪んだり、ガイド（環状突部４５）の姿勢が変化したりすることがない。また、径方
向に拡縮するワッシャーなどと比較して、ガイドとなる環状突部４５は精度よく形成でき
る。さらに、本例では、環状突出部分２０を精度よく外周側に変位させることができるの
で、後側リング５の環状突部４５と前側リング４の環状凹部２１との間の寸法精度が高い
。これに加えて、前側リング４と後側リング５の間にワッシャーなどの別の部材が介在し
ないので、前側リング４と後側リング５を精度よく組み合わせることができる。従って、
後側リング５に保持された前側リング４をスムーズに回転させることができる。
【００７０】
　また、後側リング５の環状突部４５は半径方向Ｒから見た場合に雄ネジ５１と重なる位
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置に設けられているので、環状突部４５と装着部とを軸線Ｌ方向の異なる位置に形成した
場合と比較して、カメラ用フィルター枠１０Ａを前後方向Ｘで短縮できる。
【００７１】
　さらに、前側リング４は、偏光フィルター２を前側ストッパ６と後側環状壁部分１８と
の間で軸線Ｌ回りに回転可能に保持している。従って、偏光フィルター２を前側ストッパ
６と後側環状壁部分１８（後側ストッパ）によって前後から挟持して回転不能の状態とす
る場合と比較して、偏光フィルター２にかかるストレス（圧力）を小さくすることができ
、偏光フィルター２に歪みなどが発生することを防止できる。
【００７２】
　なお、図４（ｂ）に点線で示すように、前側リング４の中間環状板部分１７に、軸線Ｌ
と交差する方向に貫通してフィルター保持面１７ａに開口する接着剤注入用穴３７を設け
ることができる。接着剤注入用穴３７を設けた場合には、接着剤注入用穴３７を介して接
着剤を注入することにより、偏光フィルター２を前側リング４に固定できる。ここで、中
間環状板部分１７は後側リング５の前側環状板部分４１の内周側に位置している。従って
、中間環状板部分１７に接着剤注入用穴３７を形成した場合でも、接着剤注入用穴３７が
外周側に露出してカメラ用フィルター枠１０の外観を毀損することがない。
【００７３】
　また、フィルター保持面１７ａの幅寸法Ｗを偏光フィルター２の厚さ寸法Ｄと同一とし
ておき、偏光フィルター２が前側ストッパ６と後側環状壁部分１８との間で回転不能に挟
持される構成を採用することもできる。
【００７４】
（実施例３）
　図５（ａ）は実施例３のカメラ用フィルターユニットの縦断面図であり、図５（ｂ）は
その部分拡大断面図である。本例のカメラ用フィルターユニット１Ｂは、円盤形状の偏光
フィルター（光学素子）２と、偏光フィルター２を同軸に保持する内側リング３と、内側
リング３を外周側から同軸に保持する前側リング４と、前側リング４を同軸に保持する後
側リング５を備える。また、本例のカメラ用フィルターユニット１Ｂは、円盤形状の第２
偏光フィルター（第２の光学素子）６０と、後側リング５に後方から挿入されて、第２偏
光フィルター６０を同軸に保持する後側内側リング６１を備える。後側内側リング６１は
アルミニウム製である。
【００７５】
　前側リング４は内側リング３を介して偏光フィルター２を保持している。後側リング５
は後側内側リング６１を介して第２偏光フィルター６０を保持している。また、後側リン
グ５は前側リング４を軸線Ｌ回りに回転可能に保持している。内側リング３、前側リング
４、後側リング５および後側内側リング６１はカメラ用フィルター枠１０Ｂを構成してい
る。
【００７６】
　ここで、本例のカメラ用フィルターユニット１Ｂにおいて、前側リング４が偏光フィル
ター２を保持する偏光フィルター２の保持構造は実施例１のカメラ用フィルターユニット
１と同様である。また、後側リング５が前側リング４を軸線Ｌ回りに回転可能に保持する
前側リング４の保持構造は実施例１、２のカメラ用フィルターユニット１、１Ａと同様で
ある。従って、以下では、後側リング５が第２偏光フィルター６０を保持する保持構造を
説明する。また、実施例１のカメラ用フィルターユニット１と共通する部分には、同一の
符号を付して、その説明を省略する。なお、本例のカメラ用フィルターユニット１Ｂにお
いて、前側リング４が偏光フィルター２を保持する偏光フィルター２の保持構造は実施例
２におけるカメラ用フィルターユニット１Ａの保持構造と同一でもよい。
【００７７】
　図５に示すように、後側リング５は、前側リング４よりも後方Ｘ２に、内周側に突出す
る第２環状突出部分（第２の環状突出部分、第２の前側ストッパ）６４を備える。また、
後側リング５は第２環状突出部分６４の後側に厚肉部分６５と雌ネジ６６を備える。より
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具体的には、後側リング５の後側環状板部分４３は、実施例１、２のカメラ用フィルター
ユニット１、１Ａよりも後方Ｘ２に長く延設されており、その内周面に、第２環状突出部
分６４、厚肉部分６５、および、雌ネジ６６を備える。
【００７８】
　第２環状突出部分６４は、環状突部４５の後方Ｘ２に離間する位置において、内周側に
向かって半径方向Ｒに突出する。前後方向Ｘで環状突部４５と第２環状突出部分６４の間
には前側リング４の環状突出部分２０が位置する。厚肉部分６５は第２環状突出部分６４
の半径方向Ｒの途中位置から一定の厚さで後方Ｘ２に延びる。第２環状突出部分６４は、
厚肉部分６５の外周側に第１環状後向き面６４ａを備える。雌ネジ６６は厚肉部分６５の
後方Ｘ２に連続して設けられている。厚肉部分６５は雌ネジ６６との間に第２環状後向き
面６５ａを備える。後側リング５の後端部分の外周面（後側環状板部分４３の後端部分の
外周面）には後側装着部となる雄ネジ１２が設けられている。
【００７９】
　後側内側リング６１は、第２偏光フィルター６０を外周側から同軸に保持する後側環状
枠７０と、後側環状枠７０の後端縁から内周側に突出して第２偏光フィルター６０の後方
Ｘ２への移動を規制する第２後側ストッパ（第２の後側ストッパ）７１を備える。第２後
側ストッパ７１は後側環状枠７０に保持された第２偏光フィルター６０の外周縁部分に後
方Ｘ２から当接可能である。後側環状枠７０の内周面は、軸線Ｌに沿って一定の径寸法で
延びる環状面であり、第２偏光フィルター６０を同軸に保持する後側フィルター保持面７
２である。
【００８０】
　また、後側内側リング６１は、前方Ｘ１から後方Ｘ２に向かって薄肉リング部分７３と
厚肉リング部分７４をこの順番に備える。厚肉リング部分７４の外周面は薄肉リング部分
７３の外周面よりも外周側に位置しており、これらの間には半径方向Ｒに沿って延びる環
状前向き面７４ａが形成されている。厚肉リング部分７４の外周面には、後側リング５の
雌ネジ６６と螺合可能な雄ネジ７５が形成されている。薄肉リング部分７３には半径方向
Ｒに貫通して後側フィルター保持面７２に開口する後側接着剤注入用穴７６が形成されて
いる。ここで、後側フィルター保持面７２に第２偏光フィルター６０を保持した状態で後
側環状枠７０の外周側から後側接着剤注入用穴７６を介して接着剤を注入すれば、この接
着剤により第２偏光フィルター６０を後側内側リング６１に固定することができる。なお
、後側接着剤注入用穴７６は１つでもよいが、本例では、薄肉リング部分７３に等角度間
隔で複数設けられている。また、後側接着剤注入用穴７６は省略してもよい。
【００８１】
　第２後側ストッパ７１は後側環状枠７０の後端縁から内周側に向かって突出する環状突
起である。第２後側ストッパ７１は軸線Ｌと直交する平坦面な環状前端面７１ａを備える
。ここで、第２後側ストッパ７１の環状前端面７１ａから後側環状枠７０の前端７０ａま
での幅寸法（後側フィルター保持面７２の幅寸法）Ｗ２は、フィルター保持面３３に保持
される第２偏光フィルター６０の厚さ寸法Ｄ２よりも長い。後側フィルター保持面７２の
前後方向Ｘの幅寸法Ｗ２と第２偏光フィルター６０の厚さ寸法Ｄ２の差分は０．０３ｍｍ
以下である。
【００８２】
　後側内側リング６１は後側環状枠７０の内周側に第２偏光フィルター６０を保持した状
態で後側リング５に後側から挿入される。そして、その雄ネジ７５を後側リング５の雌ネ
ジ６６に螺合させて、後側環状枠７０の前端７０ａが後側リング５の第２環状突出部分６
４（第１環状後向き面６４ａ）に当接するまで捩じ込まれる。後側環状枠７０の前端７０
ａが第２環状突出部分６４に当接すると、後側内側リング６１の環状前向き面７４ａと後
側リング５の第２環状後向き面６５ａとが微小な隙間を開けて前後方向Ｘで対向する。ま
た、後側環状枠７０の薄肉リング部分７３の外周面と後側リング５の厚肉部分６５とが半
径方向Ｒで微小な隙間を開けて対向する。
【００８３】
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　ここで、後側環状枠７０の前端７０ａが第２環状突出部分６４に当接した状態で第２後
側ストッパ７１と第２環状突出部分６４との間の距離（後側フィルター保持面７２の幅寸
法）Ｗ２は、第２偏光フィルター６０の厚さ寸法Ｄ２よりも長い。従って、後側リング５
は、第２偏光フィルター６０を第２後側ストッパ７１と第２環状突出部分６４との間で軸
線Ｌ回りに回転可能に保持する。すなわち、第２後側ストッパ７１と第２環状突出部分６
４は、第２偏光フィルター６０を回転不能に挟持しておらず、第２偏光フィルター６０は
接着剤によって後側内側リング６１に回転不能に固定される。ここで、第２環状突出部分
６４は第２偏光フィルター６０の前方Ｘ１への移動を阻止する第２の前側ストッパとして
機能する。
【００８４】
　なお、後側内側リング６１を後側リング５に捩じ込んで、後側環状枠７０の前端７０ａ
を後側リング５の第２環状突出部分６４に当接させたときに、後側内側リング６１の環状
前向き面７４ａと後側リング５の第２環状後向き面６５ａとは当接してもよい。
【００８５】
（作用効果）
　本例においても、実施例１、２のカメラ用フィルターユニット１、１Ａと同様の作用効
果を得ることができる。また、本例では、後側リング５に第２偏光フィルター６０を保持
する。従って、本例では、カメラ用フィルター枠１０Ｂに２枚の光学フィルター（偏光フ
ィルター２および第２偏光フィルター６０）を保持できる。さらに、後側リング５は、第
２偏光フィルター６０を第２後側ストッパ７１と第２環状突出部分６４との間で軸線Ｌ回
りに回転可能に保持する。従って、第２偏光フィルター６０を第２後側ストッパ７１と第
２環状突出部分６４によって前後から挟持して回転不能の状態とする場合と比較して、第
２偏光フィルター６０にかかるストレス（圧力）を小さくすることができる。よって、第
２偏光フィルター６０に歪みなどが発生することを防止できる。
【００８６】
　また、後側接着剤注入用穴７６は後側リング５の内周側に保持される後側内側リング６
１に形成されているので、後側接着剤注入用穴７６が外周側に露出してカメラ用フィルタ
ー枠１０Ｂの外観を毀損することがない。
【００８７】
　なお、後側フィルター保持面７２の幅寸法Ｗ２を第２偏光フィルター６０の厚さ寸法Ｄ
２と同一としておき、第２偏光フィルター６０が第２後側ストッパ７１と第２環状突出部
分６４との間で回転不能に挟持される構成を採用することもできる。
【００８８】
　また、後側リング５の雌ネジ６６および後側内側リング６１の雄ネジ７５を省略し、後
側内側リング６１を接着剤により後側リング５の内周側に固定してもよい。
【００８９】
　さらに、前側リング４および後側リング５が保持する光学素子は偏光フィルターに限ら
れるものではない。例えば、前側リング４に偏光フィルターを保持し、後側リング５にカ
ラーフィルターを保持することもできる。また、例えば、前側リング４にクロスフィルタ
ーを保持し、後側リング５にカラーフィルターを保持することもできる。
【００９０】
（実施例４）
　図６（ａ）は実施例４のカメラ用フィルターユニットの縦断面図であり、図６（ｂ）は
その部分拡大断面図である。本例のカメラ用フィルターユニット１Ｃは、円盤形状の偏光
フィルター（光学素子）２と、偏光フィルター２を同軸に保持する内側リング３と、内側
リング３を外周側から同軸に保持する前側リング４と、前側リング４を同軸に保持する後
側リング５を備える。また、本例のカメラ用フィルターユニット１Ｃは、円盤形状の第２
偏光フィルター（第２の光学素子）６０と、後側リング５に後方Ｘ２から挿入されて、第
２偏光フィルター６０を同軸に保持する後側内側リング８１を備える。後側内側リング８
１はアルミニウム製である。
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【００９１】
　前側リング４は内側リング３を介して偏光フィルター２を保持している。後側リング５
は後側内側リング８１を介して第２偏光フィルター６０を保持している。また、後側リン
グ５は前側リング４を軸線Ｌ回りに回転可能に保持している。内側リング３、前側リング
４、後側リング５および後側内側リング８１はカメラ用フィルター枠１０Ｃを構成してい
る。
【００９２】
　ここで、本例のカメラ用フィルターユニット１Ｃにおいて、前側リング４が偏光フィル
ター２を保持する偏光フィルター２の保持構造は実施例１のカメラ用フィルターユニット
１と同様である。また、後側リング５が前側リング４を軸線Ｌ回りに回転可能に保持する
前側リング４の保持構造は実施例１、２のカメラ用フィルターユニット１、１Ａと同様で
ある。従って、以下では、後側リング５が第２偏光フィルター６０を保持する保持構造を
説明する。また、実施例１のカメラ用フィルターユニット１と共通する部分には、同一の
符号を付して、その説明を省略する。なお、本例のカメラ用フィルターユニット１Ｃにお
いて、前側リング４が偏光フィルター２を保持する偏光フィルター２の保持構造は実施例
２におけるカメラ用フィルターユニット１Ａの保持構造としてもよい。
【００９３】
　図６に示すように、後側リング５は、前側リング４よりも後方Ｘ２に、内周側に突出す
る第２環状突出部分（第２の環状突出部分、第２の前側ストッパ）８４を備える。また、
後側リング５は第２環状突出部分８４の後側に雌ネジ８５を備える。より具体的には、後
側リング５の後側環状板部分４３は、実施例１、２のカメラ用フィルターユニット１、１
Ａよりも後方Ｘ２に長く延設されており、その内周面に第２環状突出部分８４、および、
雌ネジ８５を備える。
【００９４】
　第２環状突出部分８４は、環状突部４５の後方Ｘ２に離間する位置において、内周側に
向かって半径方向Ｒに突出する。前後方向Ｘで環状突部４５と第２環状突出部分８４の間
には前側リング４の環状突出部分２０が位置する。雌ネジ８５は第２環状突出部分８４の
後方Ｘ２に連続して設けられている。第２環状突出部分８４は雌ネジ８５との間に環状後
向き面８４ａを備える。後側リング５の後端部分の外周面（後側環状板部分４３の後端部
分の外周面）には後側装着部となる雄ネジ１２が設けられている。
【００９５】
　後側内側リング８１は、第２偏光フィルター６０を外周側から同軸に保持する後側環状
枠８６と、後側環状枠８６の後端縁から内周側に突出して第２偏光フィルター６０の後方
Ｘ２への移動を規制する第２後側ストッパ（第２の後側ストッパ）８７を備える。第２後
側ストッパ８７は後側環状枠８６に保持された第２偏光フィルター６０の外周縁部分に後
方Ｘ２から当接可能である。後側環状枠８６の内周面は、軸線Ｌに沿って一定の径寸法で
延びる環状面であり、第２偏光フィルター６０を同軸に保持する後側フィルター保持面８
８である。後側内側リング８１の外周面には、後側リング５の雌ネジ８５と螺合可能な雄
ネジ８９が形成されている。
【００９６】
　後側環状枠８６には、半径方向Ｒに貫通して後側フィルター保持面８８に開口する後側
接着剤注入用穴９０が形成されている。ここで、後側フィルター保持面８８に第２偏光フ
ィルター６０を保持した状態で後側環状枠８６の外周側から後側接着剤注入用穴９０を介
して接着剤を注入すれば、この接着剤により第２偏光フィルター６０を後側内側リング８
１に固定することができる。なお、後側接着剤注入用穴９０は１つでもよいが、本例では
、薄肉リング部分７３に等角度間隔で複数設けられている。また、後側接着剤注入用穴９
０は省略してもよい。
【００９７】
　第２後側ストッパ８７は後側環状枠８６の後端縁から内周側に向かって突出する環状突
起である。第２後側ストッパ８７は軸線Ｌと直交する平坦面な環状前端面８７ａを備える
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。ここで、第２後側ストッパ８７の環状前端面８７ａから後側環状枠８６の前端８６ａま
での幅寸法（後側フィルター保持面８８の幅寸法）Ｗ２は、フィルター保持面３３に保持
される第２偏光フィルター６０の厚さ寸法Ｄ２よりも長い。後側フィルター保持面８８の
前後方向Ｘの幅寸法Ｗ２と第２偏光フィルター６０の厚さ寸法Ｄ２の差分は０．０３ｍｍ
以下である。
【００９８】
　後側内側リング８１は後側環状枠８６の内周側に第２偏光フィルター６０を保持した状
態で後側リング５に後側から挿入される。そして、その雄ネジ８９を後側リング５の雌ネ
ジ８５に螺合させて、後側環状枠８６の前端８６ａが後側リング５の第２環状突出部分８
４（環状後向き面８４ａ）に当接するまで捩じ込まれる。
【００９９】
　ここで、後側環状枠８６の前端８６ａが第２環状突出部分８４に当接した状態で第２後
側ストッパ８７と第２環状突出部分８４との間の距離（後側フィルター保持面９５の幅寸
法）Ｗ２は、第２偏光フィルター６０の厚さ寸法Ｄ２よりも長い。従って、後側リング５
は、第２偏光フィルター６０を第２後側ストッパ８７と第２環状突出部分８４との間で軸
線Ｌ回りに回転可能に保持する。すなわち、第２後側ストッパ８７と第２環状突出部分８
４は、第２偏光フィルター６０を回転不能に挟持しておらず、第２偏光フィルター６０は
接着剤によって後側内側リング８１に回転不能に固定される。ここで、第２環状突出部分
８４は第２偏光フィルター６０の前方Ｘ１への移動を阻止する第２の前側ストッパとして
機能する。
【０１００】
（作用効果）
　本例においても、実施例１、２のカメラ用フィルターユニット１、１Ａと同様の作用効
果を得ることができる。また、本例では、後側リング５に第２偏光フィルター６０を保持
する。すなわち、本例では、カメラ用フィルター枠１０Ｃに２枚の光学フィルターを保持
できる。さらに、後側リング５は、第２偏光フィルター６０を第２後側ストッパ８７と第
２環状突出部分８４との間で軸線Ｌ回りに回転可能に保持する。従って、第２偏光フィル
ター６０を第２後側ストッパ８７と第２環状突出部分８４によって前後から挟持して回転
不能の状態とする場合と比較して、第２偏光フィルター６０にかかるストレス（圧力）を
小さくすることができる。よって、第２偏光フィルター６０に歪みなどが発生することを
防止できる。
【０１０１】
　また、後側接着剤注入用穴９０は後側リング５の内周側に保持される後側内側リング８
１に形成されているので、後側接着剤注入用穴９０が外周側に露出してカメラ用フィルタ
ー枠１０Ｃの外観を毀損することがない。
【０１０２】
　なお、後側フィルター保持面８８の幅寸法Ｗ２を第２偏光フィルター６０の厚さ寸法Ｄ
２と同一としておき、第２偏光フィルター６０が第２後側ストッパ８７と第２環状突出部
分８４との間で回転不能に挟持される構成を採用することもできる。また、後側内側リン
グ８１は接着剤により後側リング５の内周側に固定されていてもよい。さらに、前側リン
グ４および後側リング５が保持する光学素子は偏光フィルターに限られるものではない。
【０１０３】
（実施例５）
　図７（ａ）は実施例５のカメラ用フィルターユニットの縦断面図であり、図５（ｂ）は
その部分拡大断面図である。本例のカメラ用フィルターユニット１Ｄは、円盤形状の偏光
フィルター（光学素子）２と、偏光フィルター２を同軸に保持する内側リング３と、内側
リング３を外周側から同軸に保持する前側リング４と、前側リング４を同軸に保持する後
側リング５を備える。また、本例のカメラ用フィルターユニット１Ｄは、円盤形状の第２
偏光フィルター（第２の光学素子）６０と、後側リング５に後方Ｘ２から挿入されて、第
２偏光フィルター６０の後方Ｘ２への移動を規制する第２後側ストッパ９１を備える。第



(20) JP 6549617 B2 2019.7.24

10

20

30

40

50

２後側ストッパ９１はアルミニウム製である。
【０１０４】
　前側リング４は内側リング３を介して偏光フィルター２を保持している。後側リング５
は第２偏光フィルター６０を保持している。また、後側リング５は前側リング４を軸線Ｌ
回りに回転可能に保持している。内側リング３、前側リング４、後側リング５、および、
第２後側ストッパ９１はカメラ用フィルター枠１０Ｄを構成している。
【０１０５】
　ここで、本例のカメラ用フィルターユニット１Ｄにおいて、前側リング４が偏光フィル
ター２を保持する偏光フィルター２の保持構造は実施例１のカメラ用フィルターユニット
１と同様である。また、後側リング５が前側リング４を軸線Ｌ回りに回転可能に保持する
前側リング４の保持構造は実施例１、２のカメラ用フィルターユニット１、１Ａと同様で
ある。従って、以下では、後側リング５が第２偏光フィルター６０を保持する保持構造を
説明する。また、実施例１のカメラ用フィルターユニット１と共通する部分には、同一の
符号を付して、その説明を省略する。なお、本例のカメラ用フィルターユニット１Ｄにお
いて、前側リング４が偏光フィルター２を保持する偏光フィルター２の保持構造は実施例
２におけるカメラ用フィルターユニット１Ａの保持構造としてもよい。
【０１０６】
　図７に示すように、後側リング５は、前側リング４よりも後方Ｘ２に、内周側に突出す
る第２環状突出部分（第２の環状突出部分、第２の前側ストッパ）９２を備える。また、
後側リング５は第２環状突出部分９２の後側に厚肉部分９３と雌ネジ９４を備える。より
具体的には、後側リング５の後側環状板部分４３は実施例１、２のカメラ用フィルターユ
ニット１、１Ａよりも後方Ｘ２に長く延設されており、その内周面に第２環状突出部分９
２、厚肉部分９３、および、雌ネジ９４を備える。
【０１０７】
　第２環状突出部分９２は、環状突部４５の後方Ｘ２に離間する位置において、内周側に
向かって半径方向Ｒに突出する。前後方向Ｘで環状突部４５と第２環状突出部分９２の間
には前側リング４の環状突出部分２０が位置する。厚肉部分９３は第２環状突出部分９２
の半径方向Ｒの途中位置から一定厚さで後方Ｘ２に延びる。第２環状突出部分９２は、厚
肉部分９３の外周側に第１環状後向き面９２ａを備える。
【０１０８】
　厚肉部分９３は第２偏光フィルター６０を外周側から同軸に保持する後側保持部である
。すなわち、厚肉部分９３の内周面は、軸線Ｌに沿って一定の径寸法で延びる環状面であ
り、第２偏光フィルター６０を同軸に保持する後側フィルター保持面９５である。後側フ
ィルター保持面９５の幅寸法Ｗ２は、後側フィルター保持面９５に保持される第２偏光フ
ィルター６０の厚さ寸法Ｄ２よりも長い。後側フィルター保持面９５の幅寸法Ｗ２と第２
偏光フィルター６０の厚さ寸法Ｄ２の差分は０．０３ｍｍ以下である。
【０１０９】
　雌ネジ９４は厚肉部分９３の後方Ｘ２に連続して設けられている。厚肉部分９３は雌ネ
ジ９４との間に第２環状後向き面９３ａを備える。後側リング５の後端部分の外周面（後
側環状板部分４３の後端部分の外周面）には後側装着部となる雄ネジ１２が設けられてい
る。
【０１１０】
　第２後側ストッパ９１はリング状である。第２後側ストッパ９１は、半径方向Ｒの高さ
寸法が後側リング５の厚肉部分９３の半径方向Ｒの高さ寸法（厚肉部分９３の厚み）より
も長い。また、第２後側ストッパ９１は軸線Ｌと直交する平坦面な環状前端面９１ａを備
える。第２後側ストッパ９１の外周面には、その全面に、後側リング５の雌ネジ９４と螺
合可能な雄ネジ９６が形成されている。第２後側ストッパ９１は、その雄ネジ９６を後側
リング５の雌ネジ９４に螺合させて、その環状前端面９１ａが厚肉部分９３の第２環状後
向き面９３ａに当接するまで捩じ込まれる。第２後側ストッパ９１が厚肉部分９３に当接
した状態では、第２後側ストッパ９１の内周側の端部分が後側フィルター保持面９５より
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持された第２偏光フィルター６０の後方Ｘ２への移動を規制できる。
【０１１１】
　第２偏光フィルター６０を後側リング５に保持させる際には、まず、後側リング５に後
方Ｘ２から第２偏光フィルター６０を挿入して、第２偏光フィルター６０を後側フィルタ
ー保持面９５に保持させる。そして、第２後側ストッパ９１を後方Ｘ２から後側リング５
に捩じ込み、第２後側ストッパ９１の環状前端面９１ａを厚肉部分９３の第２環状後向き
面９３ａに当接させる。これによりカメラ用フィルターユニット１Ｄは完成する。カメラ
用フィルターユニット１Ｄが完成した状態では、第２偏光フィルター６０は第２後側スト
ッパ９１と第２環状突出部分９２との間で軸線Ｌ回りに回転可能な状態で後側リング５に
保持される。ここで、第２環状突出部分９２は第２偏光フィルター６０の前方Ｘ１への移
動を阻止する第２の前側ストッパとして機能する。
【０１１２】
（作用効果）
　本例においても、実施例１、２のカメラ用フィルターユニット１、１Ａと同様の作用効
果を得ることができる。また、本例では、後側リング５に第２偏光フィルター６０を保持
する。すなわち、本例では、カメラ用フィルター枠１０Ｃに２枚の光学フィルターを保持
できる。さらに、後側リング５は、第２偏光フィルター６０を第２後側ストッパ９１と第
２環状突出部分９２との間で軸線Ｌ回りに回転可能に保持する。従って、第２偏光フィル
ター６０を第２後側ストッパ９１と第２環状突出部分９２によって前後から挟持して回転
不能の状態とする場合と比較して、第２偏光フィルター６０にかかるストレス（圧力）を
小さくすることができる。よって、第２偏光フィルター６０に歪みなどが発生することを
防止できる。
【０１１３】
　なお、後側フィルター保持面９５の幅寸法Ｗ２を第２偏光フィルター６０の厚さ寸法Ｄ
２と同一としておき、第２偏光フィルター６０が第２後側ストッパ９１と第２環状突出部
分９２との間で回転不能に挟持される構成を採用することもできる。また、第２後側スト
ッパ９１は接着剤により後側リング５の内周側に固定されていてもよい。さらに、前側リ
ング４および後側リング５が保持する光学素子は偏光フィルターに限られるものではない
。
【０１１４】
（その他の実施の形態）
　上記の例では、前側リング４の後側環状板部分１９の外周面に環状溝２７を設けている
が、後側環状板部分１９の内周面に環状溝を設け、環状溝が形成されている位置から後側
環状板部分１９を外周側に折り曲げてもよい。また、後側環状板部分１９の内周面および
外周面の半径方向Ｒから見た場合に重なる位置に環状溝を設け、これらの環状溝が形成さ
れている位置から後側環状板部分１９を外周側に折り曲げてもよい。さらに、環状溝２７
および切り欠き部２８を省略してもよい。
【０１１５】
　また、前側リング４に、光学素子としてクロスフィルターを保持することもできる。さ
らに、前側リング４にカラーフィルターを保持し、後側リング５に偏光フィルターやクロ
スフィルターを保持してもよい。また、前側リング４と後側リング５のそれぞれにカラー
フィルターを保持してもよい。
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